
The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

地質学論集　第7号　ra■v26べ 一ジ　1972年 12月

札幌 ・苫小牧低地帯お よび そ の周辺 山地の形 成過程

松 下 勝 秀＊ ・藤 田 郁 男＊＊ ・小山内 　熈＊

（1972．　4，　10　受理）

ま え が き

　日本海岸 の 石狩か ら ， 太平洋の 苫小牧へ 南北に ひ ろが

る低地帯 は，札幌 。苫小牧低地帯あ るい は 石狩低地帯と

呼ぽれ ， 古くか ら北海遣地質構造区分 の 境界 とし て知 ら

れて い た．こ の 低地帯で 分け られ る西 側の 西南 北 海 道

｝t，第三紀に 始まるグ リ　・tソ タ フ 変動の 場 とし て ， は げ

しい 火山活動が くりか え され ，
グ リ　・一ソ タ フ 地域独特 の

地 層を堆積し，数多くの 金属 鉱床を胚胎す る地域 で あ

る．一
方，東側 お よ び北側の 中央北海道は，日高累層群

をは じめ ，隈根 尻層群 ，え ぞ層群など第三紀以前 の 地向

斜堆積物，古第三 系な ど砕屑岩を主体とす る地層の 堆積

域で ある．こ の よ うな北海道地質溝成区分 の 獎界として

の 札ee　・苫小牧低地帯の 意義に つ い て は ，長尾 （194e）

に よ っ て 総括され論 じ られ て い る．

札幌 ・苫小牧低地 帯周辺 の 地形 は ，そ の 特徴に よ っ

て ，北部地 域，東部地 域 お よび 西 部 地 域に 大 別 され る．

北部地域 は，南北性の 稜線を もつ 丘陵性山地 と ， それを

とりまい て 多くの 設丘群が分布して い る．東部地域は，

標高280m 程度の ，粛北 に連な る馬追丘 陵 と，そ の 東側

に発達 し，由仁 ・三川 ・追分 ・早来 ・厚真 と連 る低地 お

よび平坦台地 とに よ っ て特徴づ けられ る．馬追丘陵周辺

に は ， 低 い 段 丘 地 形 もみ られ るが，南部 では 厚い 火山噴

出物で お お わ れて い るた め，地形 が単純 に な っ て い る．

西 部地域は、千才川か ら北部と南部で ややお もむきを こ

とに して い る．北部で は，低地 に つ き出 るよ うに 野幌丘

陵があ り，そ の 南西 に は ，支笏 火出噴出物 で 構成 され る

丘陵台地がひ ろ が り，そ の 上に 焼山 ・自旗山 ・島松 山 な

ど鮮新統で 構成され る 山地が ，地 畳状に 突出 して い る．

さらに そ の 南西 に は ，新第三 紀層や 新第三 紀噴出の 熔岩

などか らなる山塊が発達し，急 峻 な 地形を形成 し てい

る，千才川以南 で は，皮笏火山噴出物 が 山地 の 聞を 埋 め

る よ うに分布し ， そ の 流 走面が 広い 台地を つ く っ て い

る．

　 石 狩低地 帯ある い は 札幌 ・苫小牧低地帯を 中心 とす る

調査 。研究は ，
こ れ まで 湊 （1955・1958），佐 々 。森谷

（1956），石 狩 低 地 帯グ ル
ープ （1961・tg65），著妻、

（1962），山 ロ ほ か （1963・tg64） な どに よ っ て 行な わ

れ，それ ぞれ の 観点か ら層序 ・地質携造などに つ い て 論

じられ てきた．

　最近 の 札 幌 ・苫小牧低地帯は，北海道産業 の 中枢 地 域

と して開発 の テ ソ ポが活発化 し，こ れに ともなっ て国道

の拡張整備や 農業用土地改良整備が進 め られ，さ らに 都

市開発 の た め土 木エ 事や建築 ブーム に よ っ て 山砂利の 採

掘が各地 で行なわれ る など， 露頭が急速に 増加し てきて

い る．また，地下水 の 調査や，港湾建設 の た め の ボーリ

ン グ 調査，軟弱地盤を 中心 とした 防災基礎調査 な ど，多

くの 資料 の 蓄積があ っ た．

　こ の 小論 で は，とくに 最近得られた資料を もとに ，西

部地域 の地質構成を中心 とし て，札幌 ・苫小牧低地帯地

域を 総合して のべ る こ とに した．な お ， 各地域の 詳細に

つ い て は，別 の機会に髭衾す る予定 で あ る．

　本丈 に 入 るに 先 だ ち，石 狩低地 帯研 究会 の 未発裘 の 資

料を多く利用 させ て い た だ い た 事を銘記して 深謝の 意を

表す る．また ， 漁川地域 の ボーリン グ資料や高速道路 ボ

ーリソ グ調査資料 の 一
部 を鍵供 され た ， 北 海道開発 コ ソ

サ ル タ ン ト株式会社に 深 く感謝する．

｝　 礼幌 ・苫小牧低地帯周辺山地の 地質構成

＊ 北 海道立地下資源飼査 所

＊＊ 北海道砂川北高等学校

　札幌 ・苫小牧低地を は さん で 発達す る，東西両地域 お

よ び北部地域 の山地 や台地は，中薪統か ら鮮新統に わた

る新第三 系を 基盤 と して ．第四系更新統の 堆積物や火山

噴出物で構成 され る，こ れ ら東西両地域お よび 北部地域

の地 層 に は，それぞれ共通性もあ る と同時に ， また か な

りの 相異 点もみ られ る．つ ま il　、 新第三系で は，西部地

域の もの は 火山岩と火寓砕屑岩に 富み，東部 お よ び北部

地域 の もの は砕屑岩が主体とな っ て い る こ とが，それぞ

れ特徴 で あ っ て ，西部 が グ リ
ーソ タ ブ 地域の 地層，東部

・

北部が非グ リータ フ地域 の 地 層 とい っ た 対 立 が 明 らかで

ある．また，第四系で は ， 麦笏火 山噴出物 の よ うに，東

西 両地 域に また が っ て ひ ろ が る もの もあるが，西部地域

あるい は東部 ・北部地 域 に だけ 発達す る特定 の地層もあ

る，さ らに ，全地域に ま た が る地層に つ い て も，岩質 ・

岩椙あ るい は 層厚などに ，か な りの 相異点が あ る．
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第 1図　札蝿 ・苫小牧低地帯地域地質図
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沖積層
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3　風不 死岳熔岩 ，
4　恵庭岳熔岩，5 漁 岳熔岩 ，

6 厚別砂礫層，7 支笏火

　山噴出物，お よ び ラ ル マ ナ ィ礫層 ・汐見層，8 西 の 里層 ・美里 層 ・
下安平層 ，

9 輪厚層 ，
10 野幌層 ・

東

　千才砂礫層 ・＝ タ ツ ボ μ 層 ・獅子 内層 ・伊達層，11 鮮新統，12 中新統 13 地層箋界線，14 背 ・向斜

　軸，15　断層線 ，
16　

電艦
沖積層

”
の 下限等高線 （現海水面を基準），

17　
唱罵
沖積層

”
の 層相区分線， 18　第 4
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　岩見沢，Mi 藻岩山，　Ya 焼山 ，
　Sr 白旗山，　Sh 島松山 ，

　 Iz 漁岳，　 En 恵庭岳，　 Mo 紋別岳，　 Fp 風不死岳　　、
　Ta 樽前山。

　la〜匿c
哩雫
沖積層

”
の 層相地域区分．

1 ・1　 新第三 系

　第四 系 の 基盤 と し て の 最下位地層は ，漁川層・川端層 ・

振老層 ・厚田層などと呼ばれ，中新統中部 の 地 層 で あ

る．こ れ ら の 地層 の 上 位に は ，そ れ ぞ れ 整 合的 に 荷莱

層 ・望来層 ・
当別層な ど と呼ばれ る，中新統上部の 地層

が 発達して い る＊．

＊，　第 工囲 地質図で は ，中新統 を
一

括 して 図 示 して ある 。

　中新統中部 の うち，西部地域に 発達す る漁川層 は，漁

川上流 ・真駒内上 流 ・豊平川沿岸 お よび 札幌西部地域な

どに み られ ， 砂岩 ・頁岩 ・緑色凝 灰 岩 お よび プ ロ ピ ラ イ

ト熔岩などか らな り，グ リーソ タ フ 地域特有 の 堆積相を

示 し て い る．これ に 対 し て，東部 地 域や 北部地城 に 発達

す る地層は ，ともに 砂岩 ・頁岩 ・礫岩 の互層か らなり，

非グ リーン タ フ 地域 の 特徴的な堆積相 を形成 し て い る．
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　中斬統上部を構成す る地層は ， 硬質頁岩 ・シ ル ト岩 ・

泥岩 を 主体 とす る厚層か らな り，中新 統 中部 と こ と な

り， 東西両地 域や 北 部 地 域 で 共通的な岩相 を 示 し て い

る．しか し 西部地域で は，プ P ピ ラ イ bや石英安山岩な

どが し ば しば 貫入 して お り ， や は リグ リーン タ フ 地 域 の

特微を あ らわ レてい る．

　 こ・れ ら の 中新統 の 地層 は，い ずれも海棲動物化石を含

ん で お り， 海成堆積相 を 示 し てい る．

　中新統 の 各地層上に は ， 不整合に鮮新統の地層が累重

し て い る．こ れ は ，西部地域で は藻南層＊
，東部地域 で は

峯延層 ・由仁層 ・萠別層 ， 北部地域で は 材木沢層 など と

呼ば れ る地 層で あ る．

　西部地域 の 藻南層は ， 札幌 の 西部山地 や 焼山 ・白旗 肉

・島松山などを構成し て分布して い る．こ の 地層 の下部

は礫岩 ・シ ル ト岩 ・砂岩 ・凝灰岩 ・安山岩質火山角礫岩

・安肉岩熔岩などか らなり， 中部は 石英粒 ・雲母片 ，浮

石片 ・ガ ラ ス 片な どを 多量に 含む凝灰質砂岩 ・礫岩 ・凝

灰岩，上部 は角閃石安由岩 ・石 英安山岩の 熔岩や火山角

礫岩で 構成 され る．こ の よ うに 西部地域の 鮮薪統 は ，火

山噴出物 を 主体 とし た地層 で あ るが，下部 の 火山角礫岩

、中に は，しば しば海棲貝化石 を含む泥岩 ・シ ル ト岩を レ

ン ズ 状 に 含 ん で お り，海成相 で ある こ とを 示 し て い る．

全般的に 成層状態は い ち じ る し く不良で あ り，岩相変化

が は げ しい ．また ， 中部で は ，偽層 の発達が い ち じるし

く， 時 に は は げ し い ス ラ ソ ピ ソ グ溝造の 発達す る 場合 も

あ る．こ の よ うな岩相上 の 特徴か ら，藻南層は 浅海域 の

は げ し い 火山活動 と，堆積に よ っ て もた らされ た 地層 と

み る こ とが で きよ う．

　一
方，東部地域 や 北部地域 の 鮮新統 は，細粒の 凝灰岩

を わずか に 介在する だけで ，ほ とん ど砂岩 ・泥岩 ・礫岩

’
　　 ＊　新称，従来の 石 山層を含む．数お 詳細は 別に 発表 する予定．

15

な ど の 砕屑 岩を 主体 と し て お り，峯延層の よ うに ，しば

しば海棲貝化石を含み ，海成相を示 し て い る．

1 ・2　第 四系中一前期更瓢統

　1。 西 部丘陵地域

　更新統中一前期の 堆積物と し て は r 野幌層，輪厚層
＊

，

西 の 里層があ る．

　野幌層

　野幌層は ．音江別 砂礫層＊＊
と下野幌粘土層＊＊＊

に 分 け

られ る．下部 の 音江別砂礫層は，主 とし て古期岩類 （白

亜系お よび先 白亜系） の 礫 か らな る淘汰 の 良い 砂礫層で

ある．礫構成をみ る と， 西部山地 に そ の 供給源を求め る

こ とは で きな い ．む し ろ 東部山地 の 夕張川水 系 の 礫構成

に 近く，馬追丘 陵東側 の 東千才付近に 分布す る 東千才砂

礫層に 良 く似て い る．した が っ て音江別砂礫 層 の 堆 積

は ，東部 山地 か ら礫が供給され る古地理 を考え なければ

な ら ない ，
’
上部の下野幌粘土層は ， 青灰色 シ ル ト層と，シ ル ト ・

細砂 の 互層とで 構成 さ れ る ．比較的下部 に 相当す る 青灰

色 シ ル ト層中に は ，
Ostrea　sp ．

，
Pecten 　sp ．を産出す

る．佐 々
・森谷 （1956）は，輪厚川 の 同層準 と考え られ

る地層 か ら，Cardium 　californiense 　DESH ．，
Chlamys

swifti （BERN．），　Pec彦en 　yessoen3is 　JAY．， Mya 　trκn ．

cata 　LIN．，Solen　sp ．な ど の 産出を 報告し て い る．最

上部と考え られ る シ ル F と細砂 の 互層中 に は，2 〜3枚

の 亜炭層を介在す る．こ の 亜炭層 の 花粉分析か ら，佐々

・森谷 （1956） は ，当時 の 古気候を 現在 の 樺太南部〜北

海道北部と想定し て い る．

　輪厚層

　輪厚層は，従来野幌層 として
一
括して取扱われ て きた

地層で ある が，西部山地で は ， 野幌層 を 欠 い て 鮮新統 の

上 に 直接 不 整合に 累重す る こ とが 明 らか に な っ た た め ，

従来の 野幌層か ら分離 した 編 厚層は ，島松山礫層 と大麻

砂礫層に 区分 され るが ，両者は 互 に 指交 して 相変化す る

もの と考えられ ，両者を並列して 用い る こ ととした
＊＊＊＊ ．

　野幌丘陵地域に は，浮石 ・雲母片 ・安山岩礫 （角閃石

安山岩 ・両輝石安山岩 ・か ん らん 石安山岩）などの 火山

起源 の 砕層物を多量 に 含む地層が発達 し て い る．こ の 地

層 は ，前 に の べ た よ うな構成物 の 特微 に よ っ て，竹 山 ・

仁井別 を へ て島松 山 山頂 まで 追跡で きる．しか し，層相

は高度を増すに し た が っ て ，含礫砂層か ら砂 礫 層 へ と

　 ＊ 新称

　 ＊ ＊ 新称，佐 々 ・森 谷（1956）江別 図幅（1971）の 下部野幌層 に 相当す る．
韋＊＊ 新称，佐i々 。森谷（1956）の 中部野幌 層江 別図幅（工97工）の 下部野 幌層

　 　 に 相当 する 、
＊＊＊＊ 第 Σ図地質図で は 輪厚厨 と して

一
括 して ある ．
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第 2表 札幌 ・苫小牧低地帯周辺か ら産出する更新統の軟体動物化石

西 の 里 大麻翻
層　　 礫層

　　　　　 ニ タ

．
ッ

野幌層
　　　　　ポ ロ 層

レ

BRAGH1OPODA
C∂μo魏 甥 ゴ59 ノα鉾 （T ．DムVIDSON ）
五勿 9諏 sp ． ○
AR↑HROPODA

勲 伽 π 3sp ， ○
MQLLUSCA
GAS7ROPODA
♂4c嬲 8α ∫yう〃 ∫’ゴcα （DALL） ○
0尠 んσκ郡s ノμ3’伽 （GMELIN） ○
伽 ゐo嫐 鎚 （Suchium ） ω 3’蜘 鋭 （LIENER）

．
○

飾 別 8 ’ψ o 魏 σ 4卿 躍ε3 露σ’μ翅 （GOULD ） ○
五ゴ躍07 歪π 4　〃霧απ 4∫c ん影 7 ピc α SCHRENCK ○
7
°
π77ゴ皰 μ¢ sp ． ○

Tθσ♂o〃昭 海σ σ ．ゴσπ魏 05 ’o 挧 α （DESHAYES ） ○ ○
ハ吻 〃 吻 （α oεεσ％」砌 4幼 ma

．
（R δD珊 ） ○

5 θη躍cσε3 ∫5 ρθノ 3ゴη   κ5　KIRA ○
C θ擢 ∫03 ♂o餌 4 伽 7 癩 ” 」 （A ．ADA 瓦 s　et　REEV盆） ○
R ¢ ρα 露α 　’勉02ησ 3 づσ” σ　CROSSE　　　　　　　　　　　　　　　

1
○

祕 ’78 〜」α 勧 嬬 （GASKOIN） ○
湿 擁 σ （1〜6 距 ‘π脚 ∬ の ゐθσ’σ （GOULD ） ○ ○

SCAPHOPODA
jD8π’σ〃御〃3　 sp ．

．
○

PELEC7PODA
∠4παdσ 厂σ 　（ScaPharea ）　みノ o ％8 海彡o η 露　（S（】HRENCI 【） ○ ○
11π 0〃 語σ　ご海f％θπS ゴ3　Pヨ ILIPP 【 ○
ノ17c6z　うo πσα 74 ゴ　JOUSSEAUME ○
月 3 勿 ’θ sp ， ○

Cσ〃観 α sp ． ○

C8ZJσ嬲 θ駕coε褶 ゴα （PILSBRY） ○

0配 砌 那 sp ． ○

C．s2σ燐‘BERNARDI　　　　　　　　　　　． ○
Cκπ o σσプ4ぎκ解 　ごσ」肋   ゴθη355　DESH ムYES ○
C 雇 砌 那 プ為778 ／f π ψρo   θπ3 ゴ3KURODA ○

C7 α∬ OS 吻 α 869 α3 （THUNBERG ） ○
Cη ρ彡伽 ンσ う％ε0θ殫 Sξ3YOKOYA 猷 ○
Coプ％わゴごπ」σ ゴαρo π ∫σα PRI胚 E ○
（b℃躍％σ 5伽 θπεゴ5 （G 膩 ELIN ） ○

Pψ’040 撹 σ S 翩 fσ S少¢ γ 0 ゴ463No 皿 URA ○ ○
肋 3 漉 σ （P 加 ‘osom の ゴaPonica （REEVE ） ○
0 ．（刀03inella）ψ6 πゴσ〃」σ’σ （REEVE ） ○
0 ，sp ．
殉 わ踞Z切 4 πゴ’f4μ」σ　（DUNKER ） ○

F珍伽 弼 1α μ 5’α （Goum ） ○

G互yσ）P別 27‘ε y8εεoθπ3 ゴ3　（SOWERBY ） ○
1Zゴα’召〃α ノ7α cc ∫4α　GOULD ○
μ σ吻 物 sp ・ ○
M σごo 砌 伽 oπ9耀 α （V ．MARTENS ） ○
湿 ．甥 085 ’σ （DESHAYES ） ○
ハ4．励 yoθ細 ε MAKIYA 融 ○ 0
M ．sp ． ○
M 匕r‘〃 σ ε切 θπ 3f3 　PH 王nPP 夏 ○
蜘 c’ノo脚 7ず3 〃oy ゴ吻 3た4πσ．DALL 　 2 O
ルf∂痂 翩 うo π伽 （00ULD） ○ ○
M ．辮 σ ¢ 700 毎3 η昭 （DE晦 △YES ）〜 ○
ム勾¢ （ン47θπo物 切 4 プθ呶 7 勿 oo π 09 σ‘ MAKIYA 漁 ○
M ．ゴ4ρo πゴσα JAY ○ ○

t

（次べ 簡ジ へ っ つ く）
．
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（前べ 一ジ よ りっ つ く）

窟
哩 翻 野囎 讒

竕 〃 ．〃 謝 σ 4 ’4LINNE ○

蠏 伽 ε sp ． ○
05 〃 砌 （C743305’7 θの 8 ‘84 ε THUNBERG ○
PO♂硼 0‘ 0伽 ’召 砌 〃 θ”5ゴS （

’
SCHRENCK） ○

P σ醐 4 ツ8禰 co34 （GOULD） 〜 ○
P ／o’σ’舷 c4 ’θ40β” ε捻　（LISCHKE） ○
P4”0ρ2 ゴ召ρ傭 ‘召 A ．　 AD 醐 s ○
P εプo π 液 α sp ． ○
P σ”η吻 ‘鋤 郷 50薦 ゴ3 σムY） ○ ○
P θ‘伽 sp ． ○
為 砌 翩 ・‘・」σ

．
σ41肋 7 癖 σ （C ・ N 毳 AD ）

R σθ≠8」！o加 銘 ’‘加 ∫14 （A ．ADAMs 　 et　REEVE ） ○
εα ψ加 ノc α 3 解δ‘7伽 ’4 ．（L・SCHKE ） ○
S．。．ゐノ0κg海’022露　（SCHRENヒ｝K ） ○
5翻 40脚 3 ρ卯 忽プ幽 3 （S。WERBY ） ○
ε♪’εμ」45 ¢ σん4」‘π ¢ 銘5f3　（SOEREXCK） ○ ○
s召〃 ゴψ8ε sp 。
5f’伽 4 癩 σ翩 伽 8’M δE 。C 聡 ○ ○
sσ」8” sp ． ○
SJ’ゴ¢ 昭 嚠 「’4 （BROD εRIp 　et　SOw 罵魍 Y ）
SoJ60π ノ’露ε ‘‘z厂47 ’‘召’κε

「
（LISCHKE） ○

丁纐 θgf跏 （NeatraP召2ium ）ゴの σπ 畑 鋭 P・LSBRY ○ ○
7．sp ． ○
T θ”鋸 0 砌 礁 鰡 3伽 π∫ゴ5 （PILSBRY） ○
鞠 ”8解 ρ∫ε （AmPtgdala ）ゴ＠ o ” ’ご召   ES 蹴 ES ） ○ ○
γ．（Amygdala）y 〃 ゴ8 σ ’σ ．（Sow珮 BY ） ○
ア∂「4ゴ4 （Cnesterium）．πo’の ゴ1ぎ3YOKOYAMA ○

第3 表 札幌 ・苫小牧低地帯周 辺 か ら産出 す る更新統植物遣体 1

P ‘‘ea 　degoensis　CARR，
A ゐぎ8ε　y¢〃0海露　LINDLEY
み ．sp ．
Larix　8 〃霧elinii 　GORriON
／blglans　siebeldiana 　MAX ．
∫。sieboldia 閲 MAX ．　 subsp ．肋 58嬢 4砌 K ．
Pゴ％μ ∫ koraiensis　S累EB ．　et　Zucc ．
Sリノax 　Oうassia ．SI菎B ．　 et　Zucc ．
S ．ゴaPonicus 　S王EB ．　 et 　Zucc．
S4 ’  sachalinensis 　FR．SCHN ．
S ．sp ．
ワゴあ5　coign θtiae　PULLIAT
Menyan ’ゐ召 3　trift｝tiata　L ．
Carex 　 sp ．
Toプ4少a　溺 a‘ノoPoda 　MIKl
τ．mand5hec ／ica　FLERow
Alnus ゴ4ρoπ’cσ （THUNB．） STEUDEL

ヅ

層

タ
ロ

ニ

ポ

○

○

○
○
○
○

○
○

○

○

野蝿層

○

○
○
○

○

○

OO

○

西 の 里 下 安平

層　　 層

○

o

○

○

厚別砂
礫層

○

○

○

汐見層

○

○
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変化 し，さらに 礫粒の 大きな礫層 まで 変化して い る，ま

た，野幌丘陵周辺で は偽層が発達し，しばしば サ ソ ドパ

イ プが み られ るな ど，瀕海性 の 堆積相を 示 して い る （大

麻砂礫層）が ， 島松山や 仁井別 で は，淘汰が悪 く雑然 と

した 堆積相か ら な り，扇状地堆積物の 様相を示 し て い る

（島松山礫層）．

　輪厚層の 特徴で あ る安山岩礫や浮石お よび雲母片を多

量 に 含む こ とは，さ きに の べ た 野幌層 の 構 成 物 の特徴

と極端に 異な っ て い る ．す なわ ち ， 野幌層は 東部 山 地 に

供給源 を 求め られ る の に反し て，輪厚層は ，西部由地か

ら供給 さ れ た 砕 屑物 で構成され て い る t 島松 山礫層 は，

島松山ばか りで は なく， そ の 北部の 白旗山 や焼山 の北東

斜面，あ るい は 南方 の 紋別岳北部台地などに も分布 し て

お り，い ずれも扇状地堆積相を示 し て い て ，そ の 分布高

度か らみ る と，島松山砂礫層堆積後の ブ ロ
ッ ク運動な し

に は ，そ の 分布は説明で きな い ．こ の よ うな扇状地性 の島

松山礫層 と瀕海性 の 大麻砂礫層 とは
， 指交関係 と考え ら

れ，その 境界 は，お お よそ竹山の北東付近 と推定され る．

　西の 里 層

　西 の 里層は ，多量 の 安山岩礫 を ふ くむ基底礫層に 始ま

り，砂やシ ル トで 構成され て い る累層で，野幌層を不整

合 に お お っ て発達し ， 輪厚層を 欠除し てい る．現在わか

っ て い る西 の 里 層 の 分布は，蜀幌丘陵の 東縁 の一部に 限

られ て い るが ，本来の 分布範囲は ， 南方の支笏火山噴 出

物下 VCひ ろが る もの と考 え られ る．西の 里層の 堆積面高

度 は ，石 狩低 地 帯 グ ル
ープ （1964）に よ る と ， 標高44m

以下 と考えられ てい る．西 の 里層の 員化石お よび植物遣

体は，第2 ・3 表に 示 した とお りで ある．

2．東部丘陵地域

　東千才， 早来，厚真 ， 鵡川に か け て の 地 帯 に は ，東千

才砂礫層 ・＝ タ ッ ポ ロ 層 ・美里層な ど と呼ばれ る地 層が

発達 し て い る．

　東千 才砂礫 層

　束千才砂礫層は，古山 ・ヨ r卜 東千才 ・劔淵付近に 分

布 し ，砂 礫 を 主 と す る 地層 で あ る．礫 構成は ，チ ヤー ト

・緑色岩類など先白亜系 の 礫が多く，粒度は 音江別砂礫

層 よ りも粗 く，局部的に レ ソ ズ 状の 泥炭層を介在 し，ま

た しば し ば埋木を含 ん で い る ，層位的に 詳 しい こ とは わ

か っ て い な い が，層相上か ら野幌層 の 下部を構成す る音

江別砂礫層 に 対比 され よ う．

　 二 タツ ボ ロ 層

　 ニ タ ッ ポ ロ 層 は，鮮新統 の 萠別層 を 不 整合 に お お う青

灰 色 シ ル トを主体に した 地層 で ある．海棲貝化石 （Os一

謁

：：

，認
・2e

／
　z 冗

厩 轡 郷

C
　

　

D

齷

嬲

第 2図 厚別川下流域 の 断面図一支笏火山噴出物 に

　　　　よ る埋 積 の 1例一

　　　　A ；
ttkW

積層
”
，B ；支笏火山 噴出物，

　　　　C ； ラ ル マ ナ イ礫層相当の 礫層，D ；前期

　　　　更新統以下 の 地 層

〃 ea 　gigas ，
　TraPedium ゴaPonic ” m ） を ふ くむ 海成層

で ある が，間に 介在す る泥炭質粘土 か らは ，植物遺体を

産出し て い る．こ の 中に は ，現在北海道 に 自生 し てい な

い ，
シ ラペ ・チ ヨ ウセ ン ゴ ヨ ウ・絶滅種 の ホ ウ セ ン ジ グ ル

ミなど， 前期更新世を 示す代表的 な フ P 一
ラ を含む こ と

を，矢野 （19  が報告し てい る．＝ タ ツ ボ ・ 層は ・ 層

相上 か ら野蝿層 の上部を構成す る，下野幌粘土層に 対比

され よ う．厚真町桜 ケ 岡の ニ タ ツ ポ ロ 層中に は ，第 2衷

の よ うに 貝化石 を多数産出 して い る．

　最近，出 口
・松下 （1972）に よ っ て，苫小牧東部大規

模工業基地 の 調査が 行なわ れ ， そ の 結果，勇払 周 辺 の 平

野下 に は ，層厚約 40m の Ostrea　sp ・を含む青灰色 シ ル

ト層が ，連続 し て 発達 し て い るこ とが 確認され た．こ の

シ ル ト層は ， 現在の と こ ろ ニ タ ッ ポ 巨 層 に 対比 され る 可

能性が 強 い ．

美里層

　美里 層は ，ニ タ ツ ポ ロ 層を 不 整合に お お い ，サ ソ ドパ

イプや偽層をもつ 黄褐色 の 砂 ・砂礫 ・火 山灰 ・粘 土 な ど

か らな る．一
般に 層相の 変化が い ち じる しい 瀕海性 の 堆

積物で あ り，海成層 の 上限の 最高位は ，標高30m である．

ニ タ ツ ボ 卩 層セこ 妹， ほ とん ど火 山性 の 堆積物 を 含 ま ない

の に 対 し，美里層に は ，2 〜 3枚の 火山砂を介在 し，火

山渚動に 起因す る堆積物が 急に 多 くな る こ とで 特徴づ け

られる．日高沿岸では ，砂 ・砂質粘土 ・礫 な どで 構成 され

N 工工
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る25〜40m の 海成段丘 堆積物 と対 比 す る こ とが で き，ま

た 西部地域 の 西 の 里層 と対比され る もの と考えられ る．

　下安平層

　下安平層 は ， 萠 別層を直接 不整合 に お お っ て
， 下安平

付近 の 丘陵 の ヘ リに そ っ て発達 して い る．一般に 粘土 ・

シ ル
・F ・砂礫などか らな り，2〜3枚 の 泥炭層を 介在 し

て い るが ， 申部の シ ル ト質砂層中に は， Ostrea　sp ．や

Corbicula　sp ．を 含み ， 層相変化 の は げ し い ，軟弱な堆

積物 で あ る．下安平層 は，平野 に 面 した と こ ろ で は発達

がわ る く，沢の内部や 内陸に 面 した 丘陵 の 未端に ，わず

か に 保存さ れ て い るだ け である，こ の 地層 は，＝タ ツ ポ

ロ 層 との 直接 の 関係が わ か る とこ ろ は ない が，ω含 ま れ

て い る植物化石 の 差異，（2）堆積環境の 差異，（3）層根状態

がい ちじる しく異な る こ と，な どか ら ニ タ ツ ボ P 層と区

分で きる．下安平層に 相当する地 層は1， まだ 札幌 ・苫小

牧低地帯周辺 で は ， みつ か っ て い ない が，支笏火山噴出

物な どの 火山堆積物に ，厚くお お われ て い るた め と考え

られ る．

　 1 ・3　第四系後期更新統

　後期更新統 の 堆積物に は，ラ ル マ ナ イ礫層，汐見層，

麦笏火山噴出物 ， 厚別砂礫層な どが あ る．

　 ラ ル マ ナ イ礫層＊

　ラル マ ナ イ礫層 は ，漁川 や 厚別 川 な ど の 上 流地域 で ，

麦笏火山噴出物 の 直下 に 発達す る砂礫層で あ る，酸とん

ど砂礫 で 構成 され る が，粘土や泥炭 の 薄層 を介在する こ

とがある，最近 の ダ ム サ イ トの 調査＊＊
や，深井戸 の 試錐

資料 に よ る と ， ラ ル マ ナ イ礫層に 相当する礫層は ，現河

川氾濫原 よ り幅広 く分布する こ と が 確 か め られ て い る

（第 2 図），分布や層相か らみると，ラ ル マ ナ イ礫層は ，

支笏 火山噴出物堆積直前 の ，旧河川氾濫原堆積物 と考え

られ る．今後資料 の増加に よ っ て ，支笏火山噴出物に ょ

っ て 埋積された ， ラ ル マ ナ イ礫層相当層 や 旧河岸丘 堆積

物なども明らか に なろう．

汐見層
＊

　汐見層は ，安平 ・汐見付近に 発達す る砂 礫層で ，介在

する粘土層に は，Menyanthes ，　Styrax 　fsどの 植物化石

を 産出す る の が特黴 で ある．詳細 は 不 明で ある が，支笏

火山噴出物直前 の 陸成層 と考 え られ て い る．

支笏火山 噴出物

支笏 火出噴出物 に つ い て は ， 数多くの 論文で 明 らか に

＊ 第 1図地質図で1ま，支笏火 山噴 出物の 下底 に ふ くめ て 図示 して ある ．
＊＊ 田中富夫 （1971）地質学会北海道 支部総会購演．
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され て い る．こ こ で は ， 札幌 ・
苫小牧低地帯 の ， 最近の

地史に 関係深 い 分布を 中心 に の べ る こ とに す る．

　白老付近 で は ，支笏 火山噴出物 の 下限は
，

− 75m ＊
に

達する こ とが ， 山 ロ ほ か （1963） に よ っ て 明 らか に され

て い る，こ れ らに は 熔結根 が伴なわ れ て お り，当時 の 海

面 は ，少 な くと も
一75m 以上 で あ っ た こ とを 示 し て い

る．こ の よ うに 深 い 分布の 範囲は ，糸井か ら敷生川 まで

の 地域 で あり，苫小牧 一
勇払 で は 一40〜− 30m と浅 くな

づ て い る．浅い 所で は熔結相 は み られず，軽石流 だ けで

構成 され て い る．

　
一方，恵庭や 千才付近 で は ，支笏火山噴出物の 基底は

一40m に あり，北 に 向 っ て 徐 々 に 深度を減 じ て い る．以

上 の 事 か ら，支笏火 山 活動 の 直前 に は ， 千才か ら錦岡に

至 る地帯 に ，広 い 低地帯が存在 し てい た と推 定 さ れ る

（第3 図）．し た が っ て ，海面降下期 の 夕張川 や 石 狩川

は ， 太平洋に 注い で い た と，山 口 ほ か （1964），山 口

　（1969）に ょ っ て考え られ て い る．

　支 笏 カ ル デ ラ の 北部地域 に は ， 後か らの べ る よ うに ，
ブ P ッ ク運動の 結果生じた ， 凹凸 の 多い 古地形 が ある．

支笏火山噴出物の 軽右流 は ， そ の 凹凸 を ぬ っ て 旧 谷地形

に そ っ て 流下 し て い る．軽石流の 上面 の 平均勾配をみ る

と ・ 北方向で vxts20／1000で ある の に 対 し て ，東方向（漁

川 や 千才川流域） で は30ん 40／loeoと，や や 急 で あ る．
こ れ は ，支笏火 山活動直前の 古地形 の反映で あ ろ う．

　厚別砂礫 層

厚別砂礫層は ， 厚別川，島松刀1，輪厚川 などの 下流域

や北広島町付近に 分布す る，支笏火山噴出物 の 再 堆積相

で あ る．一般 に 厚別砂礫層 の 層厚は ，3〜5m である．

厚別砂礫層は ，支笏火 山噴出物を不 整合 に お お うばか り

で なく，そ の 下位 の 西 の 里 層 を も不整 合 に お お っ て い

る．北広島町の 厚別層 の 下 に 発達す る泥炭層か ら，矢野

・藤田 （1970）に よ っ て Larix　Gmeliniih：報告 され て い

る．さ らに
UC

年代測定も行 なわ れ ，22
，
700± 紛 OO年 B ．

P ．とい うこ とが判明して い る．した が っ て 厚別 砂礫層

は ， それ以降 の 陸成層 で あ る．

皿　札幌 ・苫小牧低地帯の 地質購戒一第四系完新統一

　第四系完新統 に 属す る堆積物として は ，平野部を 構成

す る
“
沖積層

＊＊ ”
と ， 恵庭火山 ・樽前火山などの 火山 灰

が あ る．こ こ で は ，火山 灰を省略 し，主 に
聴
沖積層

”
の

深度や 層相に つ い て の べ る こ とに す る ．

．＊ 現海水面 を基 準 とす る ．以下同 じ．
＊＊ 沖 蟄 層 とい う語の 用 法に つ い て は ，い ろい ろな 意見が あ る （中川，
　 1966）．こ こで は ．湊 （1967）の

霍
嗽 弱地盤 地 質系 毓

”と同 じもの に

　 対 して ，便宜 的に ，い わ ゆる
ttiv

積層
”と い う語を用い る ．従つ て ，

　 時 代的 に｝ま，必 ず し も完新 世 とは 限 らず，更新世末 期も 含 まれ る ．
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第 3図　麦笏火山噴出物埋積直前 の 古地形

　 1 ；
鳴

沖積層
”
，2 ；支笏火山噴出物，3 ；麦笏

　火山噴出物埋 積前 の 山地 お よび 丘陵 ，
4 ；支笏火

　山噴出物下限等高線 （海水 準基準） ， 5 ；支笏軽

　石流 の 流層面等高線，6 ；軽石流 の 流路，S札幌，

　E恵庭，
T 苫小牧 ，　 Mo 藻岩山，　Ya　ntpLI，　 Sh 自旗

　山 ，
Sm 島松山 ，

　 T ・ 竹山 ，
　 E 几 恵庭岳，

　 MB 紋別岳，

　Fp 風不 死岳，　 Tr 樽前山，　 L ・Sk 支笏湖

延・1　
“

沖積層
”

の深度

　札幌 ・苫小牧低地帯 の
監曜
沖積層

”
の 深度に つ い て は ，

すで に湊 ほか （1968，エ969）に よ っ て 示 され れ い る．こ

こ で は ， それに 其 の 後 の 資料を加えて ，一
部修正 して第

1図 に 示 し た。

　湊 ほ か （工969）が の べ て い る よ うに ， 札幌 ・苫小牧低

地帯の 大部分 の
“
沖積層

”
の 深度は ，− 40m 以浅 で あ

る．特に 深 い とい われ て い るの は ，石狩湾沿岸か ら札幌

北部 に か け て の 地帯で あ る，

　な お ，

賻
沖積層

”
の 深度に つ い て は ， 別に 報告の 予定

で あるの で ．こ こ で は 図示 し た こ とに とどめ る。

ll・2　
tt

沖積眉
”

の層相

　低地帯 の
民
沖積層

”
の 層相 は，大局的に み て ，地域に

よ っ て 大ぎ く変化して い る。これ は，地耐力調査 の 結果

や 水 井戸の 資料か らも 明 らか で あ る．し か し，詳細 に層

相を区分す る こ とは ， 現在ま で の 資料 で は 困難 で ある．

また，い ま の と こ ろ
ttkw

積層
”

の 古生物学的検討が お く

れ て お り，堆積環境 の 解明は 進 ん で い ない ． し た が っ

て，こ こ で は，札幌 ・苫小牧低地帯を 3 つ の 地域に分け

（第 1図参照），それぞれ の 地域の 代表的な 層相 に つ
’
L・

て の べ る こ とに す る．その 中 で ， 堆積環境に つ い て若干

の 推察を試 み た い ．

　 1．太平洋沿岸地域 （苫小牧周辺）　（第 三図 Ia， 1』
：b，

第4 図 A −A ’

）

　 こ の 地域 の
w

沖積層
”

の 層相 は ， 大きくみ て 2 つ に 身

け られ る。 Ia地域 と lb地域 で ある．　 Ia地 域 ば，
’

ほ

とん どが砂礫 で 構成 され て い る．砂礫に は 貝殻の 破片が

ふ くまれ て い る， Ia の 背後に は ，単調な シ ル ト層 （I
b ）が発達する， Ia は 砂州堆積物，　 lb は 潟湖堆 積 物

と考えられ る．局所的に
暇
沖積層

”
が深い ， 安平川河 口

の 資料を 検討す る と， Ia の 砂礫層 の 深度は
一20〜− 25

m 付近まで で あ る．これ は ，日本各地 で 報告 され て い る

哩「

上部砂層
”

と同じもの と考えられ る．

　 2．野幌丘陵周辺地域 （第 1 図 皿a〜 lld，
’
第4 図B−Bう

　 こ の 地域 の
ttva

積層
”

は 層相 の 特微か ら，　 ll　a ，皿b，

nc，　 Edの 4 つ の 地域に 分けられ る．恵庭，千才 お よ び

野幌 ，馬追両丘陵 の 縁辺部などを含む lla地域は ， 砂礫が

卓越 し て い る．そ の 代表的な もの は ， 恵庭付近の 漁川扇

状地 で ある．両丘 陵縁辺部で は ， 地表に シ ル トや 泥炭が

分布するが ， 地表下 に は ，埋積 され た扇状地堆積物 と考

えられ る砂礫層が発達 し て い る．こ の ような砂礫層は ，

平野中央 の ∬b 地域に 近ず くに したが い ，消滅し て ほ と

ん どがシ ル トか ら な る単調 な
髦τ
沖積層

”
に 置換され て い

、る ．匱b地域 で は ， 地表部 に厚い 泥炭 （厚 さ 6 〜 7m ）　
匸

が発達す るが，泥炭形成 重 で の 間は ，こ の 地域が連続 し

て冠水状態 に あ っ た と考えられ る．こ の シ ル ト層 の 比較

的下部で CorbiculaゴaPonica 　h：zaられ た が ， 今 の とこ

ろ純然た る海棲種は 報告 されて い ない ．シ ル ト層の 下位

に は，麦笏火山噴出物 の 2 次堆積物 を含む砂礫層が，広
1

く分布 し て い る．こ れ は ， 海面降下期 の 古扇状地堆積物

と考え られ る．

　 石狩川の 河道 に 近 い Ec地域で は ，
シ ル ト中 に ひ ん ば

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

2苴

蒲
　
「

細

40Om

一40

一80

一・120

匚コ 1 圏 ・ 鬮 ・ 團 ・ 圃 ・ 澀 ・ 皿】・ 　 一 ・・

　’
B

第 4図　
“
沖積層

”
断面図

　　　　 1 ；シ ル ト泥岩，2 ；砂礫，3 ；礫，4 ；古期扇状地堆積物 ， 5 ；支笏火臾噴出物，

　　　　噴出物以前の 更新統 ， 7 ；第三系．！a〜皿c
賦

沖積層
”

の 層相地域区分

ん に 砂層を介在す る よ うに な る ．こ の 砂層は ，

一般に N

値糧 10〜 12と比較的ゆ る く，層厚も 3〜5m と薄い も

の が多い ．こ の 地域 は ， 石 狩川河道 の 蛇行 し た 範囲で あ

っ て ，砂層は 自然堤防堆積物 で あろ う．石狩川 と北部 丘

陵地域 の 聞 の 匪a 地域に も，シ ル トが 卓越 す る
覗

沖積

層
”

が あ り，地表部に は 厚い 泥炭が発達 し て い る．一
部

に は Hc の 要素が 入 り込 ん で い る所もある．

3・石狩湾沿岸 〜札幌 ・石狩地域 （第 1図 皿a〜皿c，

第4 図 C − C ’

）

　石狩湾沿岸か ら新川 に かけ て の 皿a 地域 は ，

tt
沖積層

”

の 最 も深 い 地 帯 で ，− 1COmに 達 す る とい わ れ て い る

（湊 ほ か，1968），こ の 地域 の 層相 は ， 砂礫 とシ ル ト の

比較的厚 い 互層 で あ る．こ の うち ， 地表部 を構成 して い

る砂層は 前 に の べ た上部砂層に 相当し よ う．その ほ か，

− 40〜50m ，− 70m
，

− 100m ，− 120m 付近 に 連続性 の

良い 砂礫層が知 られ て い る （山 口，1づ70）．水井戸の資

料に は ， 介殻をふ くむ 層準が い くつ か み とめ られ，今後

こ の 地 域で の 古生物 の検討をふ くめ た ， 地質調査 ボーリ

ソ グ が 望まれ る ．

　札幌 ， 発寒，手稲などの 皿 b 地 域に は，扇状地が 発達

して い る．構成物 は ，主 に 砂礫で あ つ て ， 札幌駅付近 の

ボーリソ グ で は ，− 75m まで 達する礫層 の 存在が碗 め ら

れ て い る，扇状地 礫層の 時代区 分 は非 常 に む つ か し い ．

今の と こ ろ，前 に の べ た ボ ーリソ グ資料に記載 されて い

る一30m 付近 の 火山灰層を 支笏火山噴出物と考え ， 上部

を後麦笏期，下部を先支笏期の 堆積物 とす る こ とがで き

る．豊平川扇状地 の 地形的な扇端は ， 標高 15m の 等高線

とほぼ一
致す る が，堆積物 は さ ら に 北方 の 低地帯まで 続

6 ；支笏火山

き，次第 に 細粒 とな り，シ ル トや 泥炭を介在す る よ うに

な る （山 口 ほか ，1960 ；山 口 ，
1970）．

　札幌北 部か ら石 狩 に か け て の 沚c 地 域 は ，主に 砂 ・シ

ル トの 不規則 な 互 層か らな り，泥炭層や含貝化石砂層を

介在して い る。この 地域 で は ， 今まで の べ た Ma，皿b，

Ec な どの 地 域の 要素が ，複雑に 組合 わ さ つ て ，層根変

化の はげしい 地域で あ る．大局的に は ，上部が陸水〜潟

湖的環境，下部が海成層とい えそ うで ある．

皿　札幌 ・
苫小牧低帯および周辺の 地質構造

皿・1　 西 部山地

　漁川，真駒内川 な どの 上流地域に 分布する 新 第三 系

は ， 漁川層で代表され る グ リ ー ン タ フ や プ ロ ピ ラ イ ト

を介在する地層で，南北性 の 微小な褶曲構造を も つ て分

布し てい る．そ の 東側 に は ，中新統上部の 板割沢層お よ

び鮮新統の 藻南層で代表され る地層が，ほ ぼ南北 の 走向

と東傾斜 で 分布し ， さらに そ の 東側に は ，鮮新統藻南層

だけが発達 し て い る。つ ま り，西 か ら東に 向 っ て 上位の

地層が発達す る単斜構造を示 し てい るが ， 単純 に 連続す

るわ けで は なく，　NNW −SSE また は N唱 方向の 3〜4条

の 断層に よっ て 区切 られ て い る．も っ
・と も西 側に み られ

る西 部断層は，支笏湖東岸一ラ ル マ ナ イ川上流
一真駒内川

上流 を経 過 す る も の で ，その 北西 延長 は ， 小樽内川断裂

構造帯
＊

に 連続す る もの と考えられ る．こ の 断 層 の 西側

は，主と し て漁丿i［maか らな り，

一
部に 藻南層相当 の 熔岩

類
＊＊が み られ る．こ の 帯 を仮 りに 1帯 と呼ぶ こ とに す る＿

西部断層 の 形成 は，中薪世
一
鮮新 世 で あっ て，鮮新 統下

＊　標 準 貫 入 試験 値、

＊ 　定 山渓広域 調査 に よつ て 明 らか に された 構造 帯．
＊＊　支笏 湖北岸の 紋別岳 ・イ チ ヤ ン コツ ペ 山など を繕 成 する安 爾岩疑

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

22

第5 図　西 部地域支笏 火 山 噴出物 下 の 構造区分図

　 1帯 ：西部断層以西 の 地 域，漁川層 ・
板割沢層お

　よび藻南層相当の 熔岩で 構成 され る． R帯 ： 中央

　部断層以西の 地域 ， 丑a1板割沢層十 プ P ピ ラ イ F

　貫入岩体 ＋ 藻南層相当の 熔岩類 ＋藻南層，ll　at板
　割沢層 ＋ 藻南層 ＋ 藻南層相当の 熔岩類 ， if　b、

　va川
　層相当層＋藻南層＋藻南層相当 の 熔岩類，ll　b，板

　割沢層，皿b3藻南層 ， 韮b ‘板割沢層 十 藻 南 層 十

　藻南層相当 の 熔岩＋ 輪厚層 ， 皿帯 ： 東部断層以西

　の 地域，皿a 藻南層，皿b 藻南層 十輪厚層 ， 皿c支

　笏 火山噴出物以下の 地層露出せ ず，IV帯 ： 東部断

　層以東 の 地 域 ， IVa野幌層 十輪厚層 十 西 の 里 層，

　 Wb 支笏火山噴出物以下 の 地 層露出せず．

部 の 安出岩類噴出源の 構造線 とな っ た と考え られ る．

　次に ，中央部断層 は，麦笏湖東部一島松山西 部
一
白旗 山

・
焼山西部を 経過 し ， 藻岩山北 部 を NW −SE 方向に 区切 る

断層で ，こ の 西側 は 漁川層 ・板割沢層 ・藻南層相当 の 地

層な どか らな る．こ の 帯を 甄帯 とす る．∬帯の 西部 は ，

ラ ル r ナ イ川中流部で 西部断層か ら分岐 し て NS 方向に

の び ，石 山東部 を へ て，藻岩 山南部を NWrSE 方向に経

過す る 中央 西 部断 層に よ っ て ，西 側 の Ia 帯 と東側 の li　b

帯に 2分 され て い る，中央部お よび 中央西部断層は，前

述 の 西部断層よ りや や後期 の形成と考え られ，中央西部

断層か ら東側 お よ び 北 東側 に は ，藻南層の 海成 の 砕屑岩

相が ， また南西側 セこは 藻南層 の 火 山岩 ・火山砕屑岩が発

達す る こ とで 特徴づ け られ る．

　さらに ，東側 の 東部断層は 〕 島松山東部
一
白旗山東部一

焼山北方を経過して ， 札幌市街 に 至 る もの で あ る．こ の

断層 の 西側に は，島松山 ・白旗山 ・焼 山 を構成す る藻南

層お よ び 第 四 系前期上部 の 輪厚層が分布す る．こ の 帯を

皿帯と呼 ぶ こ とに す る．東部断層の 形成 は ， 野幌層が こ

の 断層か ら西側に は分布し ない こ とか ら野幌層堆積前に

形成 され ， さ らに輪厚層の 分布高度 に い ぢ じ る し い 差が

あ る こ とか ら，輪厚層堆積後に 再活動 した もの と考えら

れ る．

　さて ， 1帯で は 明瞭で は ない が ， ll帯，皿帯に 分布す

る新第三 系 の 層準を 比較 して み る と，それぞれの 帯内 で

は ， 同層準 の 地層が
一様に 分布し て い るわ け で は な い ．

もっ とも代表的な 皿b 帯に つ い てみ る と，北 か ら，豊平

川を境と して ， そ の 北 西 部 の 藻岩山地 域で は ，漁川層相

当層と藻南層 とか らな る．それに 対 して ， そ の 南部 の 藻

南公園 を 中心 とし た 地域 は ，地層 の 走 向 ・傾斜 に 関係な

く漁川層相当層は み られず，藻南層だ け が 露出す る ．さ

らに そ の 南部の月寒川上流地域か ら滝野まで の 地 域 で

は ， 板割沢層当層 を 主 体 と し て い る．ま た ，そ の 南部 の

厚別川 か らモ イ チ ヤ ン 川 まで の ブ 『 ッ ク で は 藻南層相当

層 と輪厚層で 搆成 され 、
モ イチ ヤ ン 川 の 南部地域 で は，

板割沢層相当層 と藻南層相当の 安 山 岩熔岩，お よ び輪厚

層か らな る．つ ま り，中央西 部断層と中央部断層 で は さ

まれ た，巾 3 〜5km 、の lb帯 内で は ，NS 〜NNW −SSE の

断層 と直交あ る い は斜交す る ，
NE 〜1　NE −SSW 方向の 断

層 で ，い くつ か の ブ ロ ッ ク に 区切られ て い る もの と考え

られ る．こ の よ うな NE −SW 断層 は，　 ll　a 帯や 皿帯 中 に

も推定される．した が っ て ， 西部山地 の 支笏火山噴出物

で お お わ れ た，そ の 下位に は，
t「
あ みだ くじ状

”
の 断層

で 区切 られた，ブ Pt ッ ク構造が発達す る もの と考 え られ

る．こ の よ うなブ ロ ッ ク構造は ， 旺b 帯に み られ る輪厚

層の 分布か ら， 鮮新世 に 形成 され た断層線が ，輪厚層堆

積後 に 再活動 した結果 に よ る もの と考えられ る．

　皿 ・2　東部山 地

　東部山地 の 地質構造 の 基本的 パ タ ーン は ，南北性 の 長

大 な 褶曲構造 と，これ に ほ ぼ平行す る走向断層お よ び や

や斜交す る断層で あ る．

　褶曲搆造の うち ， 主要な もの は 馬追 丘 陵を 構成 し ，川

端層 ・岩見沢層などを出現させ る背斜構造 と， そ の 東側

で 茂世 丑一角 田
一
追分

一
厚真を 通 っ て，峯延層・萠別層 な ど

の 鮮新統， お よび ニ タ ツ ポ ロ 層
・美里 層 な どの 更新統を

出現させ る 向斜構造 とで あ る．こ れ らの 褶曲溝造 は，南
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部で NNW −SSE 方向を と るが ，中央部 で ほぼ NrS ，北

部で は NNE ・・SSW と，ゆ る く湾 曲 する長大な油 田構造

とな っ て い る．

　断層構造 の うち主要 な もの は，栗自
一
川端を結 ぶ 線上

に 推定され る断層，お よび泉郷
一
早来を結 ぶ断層で あ る．

前者は ，前に の べ た 向斜構造 と相 ま っ て ，由仁 ・三 川盆

地 形成 の 初期搆造とい う点で重要である．また，後者は

札 幌 ・苫小 牧低地帯東縁 の 断層の 1 つ と し て 重視 さ れ

る．こ れ ら褶曲溝造お よび断層構造の 発生は，鮮新統堆

積後であろ うが ， と くに 向斜構造が 第四系堆i積の 場 とし

て引継が れ て い る こ とは み の が すこ とが で きな い ．

皿　●　3　　riヒ部山地

　北部山地 は ，東部 山地 と同様 に ほ ぼ南北性 の 油 田褶曲

構造で特徴づ け られる。こ の 地 域 の 褶曲搆造 は ， それ ぞ

れ石狩低地帯下に 埋没 し て，茨戸 ドーム や 篠路潜丘 に連

続 して お り，石 狩低地 帯埋 積物に 影響を与 え て い る点 で

重要で ある，

皿 ・4　 平野下の 地質講造 （新第三 系）

北部山地 の 褶曲購造 は低地帯下 に ， ほ ぼ連続 し ながら

十

十

十

、

第 6 図　札幌 ・苫小牧低地 帯 の 地 下 構造図

　　　　　　　 （吾妻，1962の 原図に
一部加筆）

　　　　 1 ： 背斜軸 ， 2 ： 向斜軸 ， 3 ：沖積境界線，

　　　　4 ： 断層線，5 ； 構造線．
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埋没 し て い る，しか しその 南部 の 札幌扇状地下 で は，中

央部断層あ るい は東部断層に よ っ て，不連続的 で ある．

こ の こ とは ， 吾妻 （1962）に よ っ て も， 手稲
一麦笏構造線

として示 され て い る．ま た ， 東部山地 と札幌 ・苫小牧低

地帯との 獎界は，馬追一鵡川構造線としあらわされ て お

り， 泉郷
一早来断層が そ の 1部に あた る． こ の よ うに

，

西部山地 お よび東部山地 の新第三系地質溝造と ， 低地帯

下新第三系の 地質構造とは，構造線に よ っ て境され不連

続的 で ある．こ れらの 構造線は ， 野幌層の 分布か ら推定

す る と， 鮮新琶末 の形成と考えられ る．これ に 対 し て，

北部 山地 の 構造は，低地帯下に 連続し て お り，前地域 と

は 対立的で あ る．

　とこ ろ で ，低地帯周辺地域の 新第三 系の 岩相や層厚な

どか ら，札幌 ・苫小牧低地帯下に も，大局的に は 向斜構

造が発達す る こ とは推定に 難 くない ．吾妻 （1962）は ，

地 震探査 とボ ーリン グ結果 か ら，第 6図の よ うに 苫小牧

低地 帯の ほ ぼ中央部 に，幌向
一
長都向斜構造 を報告 して

い る，また ， 最近 の 石油資源開発 K ・K （tg71）の地震

探査の 結果で も，低地 帯下の 新第三系は ，ゆるや か な盆

状搆造を示 す こ とが 報告され て い る，

　　 IV　札幌 ・苫小牧低地帯の 形成過程

　中新統中部 の地層は ，西 部地 域 と ， 東部お よび 北部地

域 とで は ， 岩質 ・岩相上 で 対立 的な 差異 の あ る こ とは の

べ た とお りである．そ の 境界は 中新琶中期あるい は それ

以前に発生 した 構造線に も とず くも の で，少な くと も低

地帯内に あっ た と推定 され る，こ の よ うな構造線と岩質

上 の 差に よ っ て ， 中新統中部堆積以降置 札幌 ・苫小牧低

地 帯 は ， 沈降帯 とし て経過した と推定 され る．した が っ

て ， 低地帯発生の 基盤は ， 中新統中部堆積前に さか の ぼ

る もの で あろ う，

　中新統上部や 鮮新統は ， い ずれも低地帯内で 比較的厚

く堆積し て い る こ とは ，吾妻 （1962）vgよ っ て示 されて

お り，沈降帯とし て の 性格をあらわ して い る．鮮新統堆i

積時 で重要なの は ， 西 部地域の火山活動と，東部地域で

の 堆積状況で あ る．つ ま り，西部地域 の 火 山活動の 産物

は ，や は り低地 帯西縁 に か ぎられ，他地 域 との 岩質岩相

上 の 差が ，低地帯内で境されて い る か ら で ある．そ れ

が ，鮮新統以降の 堆積域形成に 影響 して い る とみ る こ と

がで きよ う．また，現在の 馬追丘陵 の 東西両翼部で は，

鮮新統は ほ とん ど発達 して い ない か ，南部に わずか に み

られ る程度なの に 対 し，由仁 ・三珊盆地 の 東側，さらに

安平
一早来一厚真地域に は，南北に 鮮新統が ひ ろが り，古

馬追丘陵に よっ て低地帯 が 2分され て い た と考え られ る

か らで ある．こ の 東側 の 鮮新統堆積域が向斜帯 として進
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　第 7図 札幌 ・苫小牧低地帯形成過程模式図

　　 1 ：鮮新統 の 堆積と火山活動・断裂運動， 9 二更
　　新世初期の 断裂 と野幌層の 堆積 ， 皿 ：輪厚層 の 堆

　　積，痒 ：更新徴中期の ブ ロ
ッ ク運動 （島松山 ・白

　　旗 山 ・焼山の 形成）と西 の 里層 ・美里層などの 堆
　　積 ド V ： 陸地化の 進行 と支笏火山噴出物の 埋積，
　　斑 ：後支笏期の 削剥 と

“
沖積層

”

の 堆積，M 中新

　　統，P 鮮新統，　 N 野幌層 ，
　 W 輪厚層，　 Ns西 の 里

　
’・美里層など，Sh 麦笏 火山噴出物．

展 し，後の 更新統堆積 の場 として進行して行 くこ とに な

る．

　 第三紀末の 構造運動は ，北海道各地 で 実 証 され て い る

が ，
こ の 札幌・苫小牧低地帯地域 で も例外で な い E 前に

の べ た東部断層や 馬追山西縁 の 携造線 （吾妻，1962）は ，

こ の 時点で 発生 した もの で あろ う．その 1つ の 東 部 断 層

は ，中新統や 鮮新統 の 堆積物 の 岩質 ・岩相上 の 境界線に

あ る もの と推定され ， また，馬追丘陵西縁 の 搆造線は，中

新統 ・鮮新統堆積時か らの 上 昇帯 （古馬追丘 陵） の 進行

結果 と考え られ る．こ の 東西 2 つ の 搆造線で か こ まれ た

低地 帯内が野幌層 の堆積域として ，形成され た の で あ

る．ま た馬追山東部の 鮮新統堆積域もや は り沈降帯 と し

て 進行 し ，＝ タ ッ ポ ロ 層の 堆積 の場となっ て い る．前に

の べ た よ うに ， 札幌 ・苫小牧低地帯 の 実質的な形成 は，

こ の 時期に 始ま る．

　と こ ろで ，野幌層 の 構成物は ほ とん ど現在の 夕張山地

か らの 供給物 で ある．こ の こ とは ， 東部山地 か らの供給

が西部山地か らの 供給 よ りまさ り，それが古海流で運搬

され て 野幌層として 堆積 した と考え られる ．

　野幌層の 堆積後 ， 全般的な上昇を経過 した の ち ， 肖劇

に よ っ て平境化 され た 西部 山地 ま で入 りこ んで，野幌層

の 堆積域 の さ らに 西側まで輪厚層の 堆積域が 形 成 さ れ

る．焼山 ・白旗山 ・島松山 な どの 山頂 に み られ る礫 層

や，さ らに 西部山 地 に 点 在 す る礫 層 は ，扇 状 地堆積相を

示してい る．それ に 対 して ．輪厚や竹山 の 北 東 地 域 で

は ， よ り細粒とな り瀕海の 堆積相を示す こ とで 特徴づ け

られ る．こ の こ とは ， 竹山北東部 を 境 と して ，陸域 と海

域 に 分け られて い た もの と考えられ る．輪厚層堆積時の

供給源は ，その 構成物か ら西部山地以外iこは 考え られな

い ．一
方，東部地 域で は 輪厚 層相当の 堆積物 は ，ま っ た

くみられない．した が っ て この 時期に は陸化 して い たも

の と考えられ る．

　輪厚層堆積後，全 般的な 上昇に ともな い ．海域は 輪厚

層堆積域 の 中心地域に わずか に 残され ， 西 の 里 の 堆積 が

行なわ れ て い る．こ の 時期で特徴的な こ とは ，西 部山地

で 東部断層 と中央部断層 で か こ まれ た 阻帯地域 が ，地畳

状の 上 昇ブ P ッ ク とし て発生 した こと で ある．この ブ ロ

ッ ク で の 輪厚層下限の ，現在の 最高高度は 標高 450m に

も達す るが ，中央部断層 か ら西 側で は，350m 以 下 に す

ぎない ．した が っ て，皿帯地域 は少なくとも100m 前後

の 上昇を考えなければな らない ．先 に の べ た Ia帯，　 lb
帯中の ブ ロ ッ ク化も，こ の 時期 の 形成 と考えられ る．ま

た，東部 山地 で は 馬追丘陵が 明確 な姿をあらわ しは じ

め ，その 東側の 向斜帯 に そっ て．美里層や下安平層の 堆

積 が行なわれ て い る．

　下安平層の 堆積後 ， 気候 は 寒冷化 し，海水面の 低下に

よ っ て陸域 は急激に ひ ろ が り， 海水準は
一75m 以上に も

達 した．こ の 時期に は ，西 南部で 麦笏火山が 大爆発を 開

始 し ・，降下軽石 ・ 懺 （・… 。・t耋：188・1・B … ） と，

軽石 流の 流下があ っ た ．

　支笏火山の 活動は，低地帯の 形成過程に 重要な役割 り

を果 した．そ の 1つ は ， 東方に 流出した 膨大 な軽 石 流

は ，低地を 埋積し南北に 連続 し て い た 低 地 帯 を 2 分 し

た．こ の
tt

せ きとめ
”

に よ っ て 河川流路 の 変更を生 じ，

そ れぞ れ の 地域 の 堆積様相に 大きな変化を もた らした．

もう 1つ は，侵蝕地形の 瞬間的 な回春 （埋積）で ある．

つ ま り軽石流が なか っ た とす れ ば．
解
沖 績層

”
の 深 度

は ， 現在 の それ よ りか な り深 くな っ た で あろ う．

　 その 後 Maximum 　Wifrm の 最大海退期を迎え，固 結

の 進 ん で い な い 支笏火山噴出物は，か な りの 侵蝕を 受け

て い る，また．地表水に よ っ て 広 い 範 囲 で の 侵蝕，運

撮，堆積が行なわ れ ，厚別砂礫層な どの 地層を形成 して

い る．そ の 後．気候 の 暖化に ともな い 海水面が上昇 し，

低地帯を埋積して
tt
沖積層

”
の 堆積がみ られ る よ うに な

っ た．
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あ とが き

　こ の 小論で は、ω，西部地域 で 従来野幌層に 含め て扱

か われ た砂層 （焼山 ・臼旗山 ・島松山 な ど を 構成 す る

；土居 ほ か，1956）） は ， 分布高度 ・岩 層 ・地 層 の 傾

斜などか ら鮮新統に 含 まれ る こ とを明らか に し，そ の 層

準 の 追跡 に よ っ て ，支笏火山噴 出物下 の 地質搆造を
e

あ

み だ くじ
”
状ブ Pt ッ ク構造 と推定 した．（2），野幌層は ，

第三紀宋に 形成 され た東部断層の 前身の 携造線以東に 発

達す る地層で ，構成物は 東方か らの 供給物を 主体とす る

こ とをの ぺ た ，（3），焼 山 ・白旗山 ・島松山 ・竹鹵などの

肉頂 に 発達す る，安 山岩礫 を主体 とす る礫層 は，段丘堆

積物として あつ か わ れ る もの で は な く， 西部地域 に か な

り広 く発達す るば か りか ， 野幌丘陵地域に ま で も追跡さ

れ る こ とを明 らか に した．そ の 結果，こ の 地層を従来の

野幌層か ら分離し，新た に 輪厚層と して あつ か っ た ．C4），

札幌 ・苫小牧低地帯の 形成 は，新第三紀中新 世 に そ の

発生 を も とめ
， 鮮新統堆積以降沈降帯 とし て進展 し ， 実

質的な低地帯形成は ， 野幌層の堆積に始ま る こ とをの べ

た．  ，低地帯各地 で 提唱され て きた更新統の 各地層を

整理 し．現時点 で 可能な 限 りの 対比 を試み た、（6）， 支笏

火山活勤が低地帯に お よぼ し た影響に つ い て，大局的な

沖積層 の 層柚 こ つ い ての べ te．

　なお ，層序設定や 対比 に は 次 の 間麺 点 が 残 され て お

り，今後の課題とな っ て い る．

　（1），野幌層と新第三系との 関係．（2〕，西 の 里層 と輪厚層

との 関係，（3）， 西 の 里 層の分布と美里層の 対比．（4｝， 野

幌層と獅子内層 ・伊達山層との関係．  ， ラ ル マ ナ イ礫

層な ど麦笏火山噴出物直下 の 堆積物の 性格 と．下安平層

・汐見層など との 対比 ， （6）， い わ ゆ る段丘堆積物 に つ い

て の検討．（7），

“
沖積層

”

の 堆積物 の 岩石学的，古生物

学的検討．
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                                              '
Deyelopment  of  the Sspporo-Te!nakomai Depression and  its Surro=nding

                                      '

       Katsuhide MATsusHrrA, Ikuo FuflTA and  Hiroshi OsANAI

                          (Abstract)

   The  Sappore-Tomakomai  Depression is  one  of the

significant  depression belts in Hokkaide,  Japan. It

extends  in a  north-south  direction from  I$hikari side

of  the Japan Sea te the Tomakotnai side  of the  Pa-

 cific Ocean. This depressien belt lies between  high-

lands in the eastern,  the western  and  the northern

ar6a  that are  composed  of sedimentarlr  and  volcanic

mate.rials  formed in Pleistocene. The  belt developed
as  basement  fropa many  forma{ions of the Miocerie

series to the Pliecene. The  western  highlands have

the characteristic  deposits ef the green tuff region.

The.eastern apd  northern  highlands are  composed

of non-green  tuff depasits.

   The  western  highlands have  mainly  monoclinic

structure  with  a small  amount  of  small  told$ and

older  than  the eastern  formations in age.  The  pro-

minent  structural  feature of  the basements is charti-

cterized  by  block structure,  made  by  two  systems  of

faults, that is, three or  four faults running  in a

NNW-SSE  direction and  many･  faults running  in a

NE-SW  direction. These faults were  many  formed

from  Miecene to Pllocene in age.  Only the eastern

most  fault in the western  highlands, however, limi-.

ted the sedimentary  area  of  the Nopporo  formation

of  the  lowest Pleistocene series  and  moved  again

during the rriiddle  Pleistocene period. As a  result  it

has completed  the  ahove mentioned  block structure

.in the western  area.

  The northern  and  the eastern  highlands are  char-

acterized  by fblding structures  in the  N--S direction

igrmed  in latest Pliocene. A  eastern  sYnclinal  zone
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among  them  had  been successive!y  retained  as  a  area

of deposition in Quaternary.

  The  lowest Pleistocene fermations distribute in the

both areas  of  east  and  we$t.  They  are  called  tlie

Neppere  formatien in the western  area  and  the

Nitapporo  formation in the etistern.  It is a  rernar-

kable charaeteristic  that  the  deposits of  them  are

eomposed  chieily  of  the materials  irorn the eastern

highlands.

  After the  deposition of  the  Nopporo  formation, in

a  few stage  of  erosion,  the  faults were  covered,

mostly  by andesite  gravels,  irom the western  side

of  the fault. This is the present Wattsu  formation,

which  distributs in  the wider  area  than that ot  the

Noppero formation.                                '

  Subseqtiently, the' whole  land masses  rose  so  that

the above  mentioned  highlands were  raised  above

sea  level, and  only  the central  area  of  Wattsu  for･

mation  remained  below  sea  level. The  Nishinosato･

iormation deposited precisely in this area.

  In the  Wtirm  glacial stage,  the sea  leyel regres-

sed,  causing  wide  areas  to erode  under  the coo1  and

dry conditions･  During the same  periOd the volcanic

activities  relating  to the Shiketsu caldera  had been

extensively  dene  and  the  purnice falls or  the pyroc-
lastic flows covered  over  the Iower land in the mid

-area･ Thus  the Sapporo-Tomakomai Depression

divided inte the northern  and  the southern  are'as-

  Then  the sea  level rose  again  and  alluvial  sediments

deposited 
'and

 formed  the present Ishikari Plain in

the northern  area･

.


